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宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（平成 30年度・第 11回）議事概要  
日  時  平成 31年 3月 13日（水）18：30～20：30 

 

場  所  市役所 3階 3-3会議室 

 

出席者   仁川まちづくり協議会 綿 昭人会長 

宝塚市高司小学校区まちづくり協議会 平石 美佐子会長 

宝塚市良元地区まちづくり協議会 中 義昭会長 

宝塚市光明地域まちづくり協議会 田村 幸雄会長 

宝塚市末成小学校地域まちづくり協議会 加藤 富三会長 

宝塚市西山まちづくり協議会 久保田 洋一会長 

まちづくり協議会コミュニティ末広 豊田 茂男代表 

宝塚第一小学校区まちづくり協議会 中谷 修会長 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会 中村 一雄会長 

宝塚市すみれガ丘小学校区まちづくり協議会 川上 操代表 

宝塚小学校区まちづくり協議会 喜多 毅会長 

売布小学校区まちづくり協議会 上田 紘夫会長 

小浜小学校区まちづくり協議会 藤本 真砂子会長 

宝塚市美座地域まちづくり協議会 梅村 諭代表 

安倉地区まちづくり協議会 岡本 康夫会長 

宝塚市長尾地区まちづくり協議会 久保田 久男会長 

中山台コミュニティ 畑中 康治会長 

宝塚市山本山手地区まちづくり協議会 恵川 竜幸代表 

宝塚市長尾台小学校区まちづくり協議会 松原 孝彦会長 

宝塚市西谷地区まちづくり協議会 小中 和正会長 

市民交流部 古家部長、上田室長、新城課長 

市民協働推進課 吉岡課長、山田係長 他 

      関西総合研究所 宮本 他 

      ＯＭ環境計画研究所 大森 他 

宝塚ＮＰＯセンター 馬越 

傍聴 9人 

 

議事概要（要旨）  

 

１ 宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（平成 30年度・第 10回）議事概要の確認 

  各まちづくり協議会代表者により、宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（平成 30年度・

第 10回）議事概要の確認が行われ、ホームページへの公開が承認された。 

 

２ 平成 31年度（2019年度）のまちづくり協議会代表者交流会の開催日程について 

  同議事については「10 その他」で意見交換を行うこととなった。決定内容については、

「10 その他」に記載のとおり。 

 

３ 平成 31年度（2019年度）の新座長・副座長の選任等について 

  配布資料に基づき、意見交換を行った結果、以下のとおり決定した。 

 ・「3つのまちづくり協議会ごとに座長 1名、副座長 2名の計 3名を選任する」という基準

にのっとり、平成 31年度（2019年度）は、宝塚市光明地域まちづくり協議会、宝塚市末

成小学校地域まちづくり協議会、宝塚市西山まちづくり協議会から 3名を選出する。 

・5月の代表者交流会の座長・副座長については、現在の座長・副座長が留任し、6月の代
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表者交流会より新座長・副座長を選任する。 

・5月の代表者交流会については、代表者交流会開催日時点の会長・代表が出席する。 

 

４ 地域ごとのまちづくり計画の見直しについて 

 (1) 計画の取組状況・予定等の報告 

 【光明】 

 小学校 5・6年生にアンケートを 1月に実施し、回収及び処理を終えた。記述式のアン

ケートについてしっかり書いてくれていた。「地域の方たちが毎朝見守りに来てくれ

ている。積極的に取り組んでいる」旨の意見があった。 

 自治会やマンション管理組合との話に取り組んでいるが、話し合いをすることで今ま

で気付けなかったことに気付けた。 

 【すみれ】 

 2月末までにアンケートを取りまとめ、2月末のプロジェクト会議に報告した。選択肢

のものはグラフ化し、自由意見についてはリストにまとめて紹介した。自由意見が非

常に多くまとめるのが難しく、苦心している。選択肢のアンケート結果を中心として

話を進めつつ、自由意見についても検討する。 

 これから 1か月くらいで骨子となる部分を決める予定。 

 【小浜】 

 アンケートの集計は終了。 

 子どもの意見を基に、3つのテーマに分けてワークショップを実施した。 

 3･4月は見直し会議は実施しない。5月から具体的に計画をまとめていく。 

 【中山台】 

 アンケートの回収率は 10％。集計は終了。70 代の方の回答が一番多かった。20～40

代の回答が極端に少ない。若い方の意見がもれていないかと考え、各幼稚園・小学校・

中学校のＰＴＡの方を中心にご意見を追加でいただきたいと考えている。 

 4月以降は基本目標を決めていきたい。3月末から具体的な目標及び活動について詰め

ていく。 

 【すえなり】 

 3/2 に第一分科会を実施。「安全で快適なまち」と「街並み・景観の美しいまち」のテーマを

担当。次回は 5/11。具体的な取り組みに書かれている内容について地図に落としたも

のを発表してもらう予定。 

 2/24 に第二分科会を実施。「健康で心がふれあうまち」「心豊かに安心して暮らせるまち」を

担当。次回は 4/20。社会福祉協議会のネットワーク会議と合同で進めていく。 

 過去の将来像や基本目標をベースにし、過去の計画の具体的な取り組みの見直しから進め

ている。最終的にできあがった具体的な取り組みを踏まえて、基本目標を見直す。 

 【西山】 

 2/24に第 6回策定委員会を実施。民生委員の研修を兼ねて、文化交流と地域福祉につ

いて話し合った。アイデアとして、居酒屋サロンを作ろうとか、インクルーシブ教育

の話があった。 

 次回は 4/28の予定。防災や環境を中心に実施予定。 

 【宝小】 

 ワークショップ形式で実施している。次で第 10回となる。 

 中身については、1つずつ見直し、ブラッシュアップすることに時間をかけている。 

 【売布】 

 2/23にネットワーク会議を実施した。このことを踏まえて部会や役員会で検討した際、

居場所づくり、参加の場づくり、憩いの場づくりなどの話が出た。また、どのような

ことをするのか、呼びかけはだれがするのか、どのようにしていくのか、相談窓口を

どのように設けるのかなどについて話が出た。 

 新メンバーとの討論として、座談会の実施についての話も出た。 

 【ゆずり葉】 
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 3/10に役員会を実施。4/20に総会を行うため、総会議案書にまちづくり計画見直し後

の原案を明示する予定。 

 【ひばり】 

 アンケートが整った。現在、まとめ作業中。3/23 に全体的なまとめを出してもらい、

各部会に割り当てて今後検討する予定。検討結果については、自治会にも見てもらい、

報告をもらう予定。 

 1時間かけて小学校に通っている子がいる。近いため川西市の小中学校に通いたいと言

っている人もいる。 

 コミュニティ・スクールについては、平成 31年度から長尾台小学校区も実施する。 

 【安倉】 

 役員会の中で、見直し作業を行っている。アンケートは 50％程度の回収率。中学生対

象のアンケートでは細かい意見も出ており、大事にしていきたい。 

 事業所も含めた中で、協力してもらえる案件は協力してもらえるよう進めていかない

といけないと考えている。 

 【末広】 

 3/9にまちづくり計画委員会を実施。 

 アンケート内容を更に掘り下げるためには若い人たちの意見を聞く必要がある。若手

を入れてワークショップを行い、まとめていったらどうかという意見があった。また、

企業に対してもアンケートを実施し、企業の意向も入れることが決定した。 

 【長尾】 

 12 月に各部会にアンケートについて集計をしてもらっている。4 月頃には今後につい

て目途がつく予定。 

 【高司】 

 3/6に現行計画について見直しが終了した。見直す中で出た意見をまとめているところ。

意見がまとまったものを見ながら今後は進めていく。 

 【仁川】 

 3/20の会議では、防災をテーマにした目標を設定し、それの意見を取りまとめる予定。 

【良元】 

 小学生やＰＴＡや自治会へのアンケートは現在回収中。 

 各事業所はいろいろな形で様々な業種がある。ありとあらゆることを考えていける可

能性がある。どんな分野においても地域の事業所の力を借りて、新しい事業展開や現

在の事業の強化をしていく。既存の事業所をいかに連携するかが大きなポイント。 

 【一小】 

 プロジェクトチームにてこれまでのまとめを行った。 

 意向把握調査結果報告などを配布することを考えている。プロジェクトチームのコア

メンバー以外の方にどう伝えていくかということで、まず、3/23 の役員会及び評議委

員会で説明する予定。 

 報告資料の内容としては、個人情報になる部分は考慮してまとめている。 

 まちづくり計画見直しの作業の中間報告がまとまった。 

 【美座】 

 アンケートは、小学校 5 年生 2 クラスとその保護者、ＰＴＡ、自治会、老人クラブ、

子どもの出前児童館の子育て世代の方などに配布。 

 3/13でアンケート回収終了。今後まとめを行っていく。 

 3/14 にネットワーク会議を行う。テーマは誰もが安心して住める地域。特別支援学級

の保護者の方にも入ってもらい、身体障碍者の方も含めて地域で何ができるかという

話し合いを行い、まちづくり計画に反映したい。指定避難所が十分に使えない点につ

いても話し合いを行い、まちづくり計画に反映したい。 

 【西谷】 

 3つの分科会に分かれている。その調整する会として幹事会を設定している。 

 4月の幹事会では、ビジョンを語り合い、大きな概念の統一を図る。 
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 5月の総会で中間報告を行う予定。 

 フリートーキング形式で進めている分科会がある。 

 住民サイドで作成した中長期計画の一部をまちづくり計画にも反映していく。 

【山本山手】 

 昨年度からアンケートを取っており、その結果をまとめた。その結果に基づき、具体

的な事例が出てきているので、実際にその現場に行き、目視確認を行っている。また、

先週、平井山荘でまち歩きを実施した。全自治会を実際に見て把握していく予定。 

 (2) 意見交換 

 地域ごとのまちづくり計画の内容として、他のまちづくり協議会と関連するものが出

てきた場合、それぞれのまちづくり協議会で調整の上、盛り込んでいく。 

 

５ 平成 31年度（2019年度）まちづくり協議会代表者の個人情報の提供依頼について 

  市民協働推進課より、配布資料に基づき、「宝塚市内まちづくり協議会代表者氏名・住所

一覧表」の作成のため、同個人情報の提供依頼を行った。 

 

６ 平成 31年度（2019年度）まちづくり協議会補助金の補助対象経費について 

  市民協働推進課より、配布資料に基づき、同補助対象経費の変更点などについて説明した。 

 

７ 地域活動きずな研修について 

  市民協働推進課より、アンケートの締め切りに関する再周知及び平成 31年度（2019年度）

の同研修へのご協力のお願いを行った。 

 

８ 部会活動への市職員の参加について 

  市民協働推進課より、配布資料に基づき、平成 31年度部会活動への市職員の参加（新規）

に係るアンケートについてご協力のお願いを行った。 

 

９ 市民協働推進課からのお知らせ 

  下記(1)～(6)について、資料を用いるなどして周知した。 

(1) ＦＭ宝塚出演予定 

平成 31年 4月（出演日調整中） 仁川まちづくり協議会 

平成 31年 4月 15日（月） 宝塚市高司小学校区まちづくり協議会 

(2) 市民と市長のテーブルトークについて 

(3) 市民活動促進支援事業について 

(4) 宝同協だより「芽生え」について 

(5) 兵庫県「2019年度阪神北☆夢づくり応援事業」について 

(6) 赤十字「防災セミナー」の開催について 

 

10 その他 

  上記「２ 平成 31 年度（2019 年度）のまちづくり協議会代表者交流会の開催日程につ

いて」について、配布資料に基づき、意見交換を行った結果、平成 31 年度（2019 年度）

については、4月と 8 月を除く年 10 回、毎月第 2 水曜日の 14：00～16：00 の時間で開催

することとなった。 

 

11 今後の日程 

  次回日時：平成 31年 5月 8日（水）14：00～16：00 

  場  所：未定 


